
 

                             

令和６年１月 19日 

保護者様 各位 

仙台市立鶴谷中学校 

校 長 清野 智子 

 

令和５年度 教育活動についてのアンケート結果について 

 

 初春の候、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 また、日ごろより本校の教育活動につきましては、深いご理解とご協力を賜り、心より感謝申

し上げます。 

  さて、昨年度末に実施いたしました教育活動についてのアンケートの結果について報告させて

いただきます。保護者の皆様につきましては、お忙しい中でのアンケートの回答へのご協力あり

がとうございました。回答いただきました貴重な意見は、今後の本校の学校経営等に積極的に取

り入れ、より良い学校経営を模索していきたいと考えております。今後ともご理解とご協力のほ

ど、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、このアンケートでは、多くの意見が寄せられましたが、紙面が限られているため、意見

を集約し、一部を掲載させていただきたいと思います。何卒ご容赦願います。 

 また、学校に対するご意見などは、随時承っておりますので、ご遠慮なくお伝えください。 

 

１ 令和５年度「協働型学校評価」 
 
（１）到達目標 「高い目標を持ち、何事にも意欲的に取り組む生徒の育成」 
 
（２）重点目標の設定 
   （到達目標達成に向け、令和５年度に三者協働で実現を目指す生徒の具体的な姿） 

・地域のために、地域と共に活動する生徒（の育成） 

 
（３）三者の具体的改善活動 

学 校 

・地域貢献の場面を設定し、積極的な参加を促す。 

 

家 庭 

・生徒の地域貢献活動について、その趣旨を理解し、時間の確保に協力する。 

 

地 域 

・中学生が関わり、活躍できる機会や場面を地域が見守る。 

・健全育成の立場から、望ましい生活環境や生活習慣づくりについて、声掛け、見守りを行う。 

 

 

＜連 絡 先＞ 

 仙台市立鶴谷中学校 

 教頭 舟岡 勇人 

 TEL：２５１－４６１８ 

 FAX：３８８－１２７２ 

 



 

                             

●鶴谷中学校教育活動についてのアンケート（結果） 

グラフの右にある数字は以下の回答を指します。 

１あてはまる ２ややあてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない ５わからない 

 

＜地域に開かれた学校づくりについて＞ 

学校は、教育活動や子どもたちの様子をＷｅｂページや学校だより、学年・学級だよりなどで伝

えている。 

 

 

学校は、授業参観や行事等を参観する機会を設け、開かれた学校づくりに努めている。 
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90％以上の方がＨＰや学校だよりを通して、生徒の様子を広く保護者や地域の方々に知ら

せ、地域とともに開かれた学校づくりに努めていると回答いただいています。今年度は皆様の

ご協力のおかげで父母教師会と連携して防災教育「プチレスキュー」を学年行事とし、実践的

な知識を身に付けました。その知識を地域と連携して地域防災訓練で発揮する流れを作ること

ができました。また生徒自身が「中学生が地域の力となる」を合い言葉に地域連携事業「チー

ムニコ鶴プロジェクト」を立ち上げ、実施することができました。今後も皆様の協力をいただ

きながら生徒の活躍を支え、その姿をお伝えしていきたいと思います。 



 

                             

＜生徒理解について＞ 

学校は、家庭と連携し、子どものことについての相談に適切に応じている。 

 

学校は、いじめや暴力のない落ち着いた学校づくり・学級づくりに取り組んでいる。 

 

学校は、生徒の理解に努め、適切な声掛けや相談を行っている。 
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生徒に対しては、72％の方は家庭と連携して生徒のことについての相談に適切に応じてい

ると回答いただきました。また約 70％の方が安心・安全な学級づくりが行われており、個別

でも適切に一人一人の理解に努めていると回答いただきました。ただしわからないという回

答も 14％あり、その取組や方針を広く進めていきたいと思います。今後もご家庭と連携しな

がら、生徒一人一人にとってさらに過ごしやすい学校を目指していきたいと思います。 



 

                             

＜学習について＞ 

学校は、授業に集中して取り組める教育環境づくりを行っている。 

 

学校は、どの生徒にも分かりやすい授業づくりに努力し、必要に応じて補習などを行っている。 

 
学校は、生徒が家庭学習の習慣が身に付くように、宿題や課題の出し方を工夫している。 
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授業では概ね学習環境は整っているが、更なる改善が必要で、家庭学習の定着にも努めてほ

しいと回答いただきました。わかる授業はもちろんのこと、授業でわかった知識がさらに家庭

や社会でも生かせるように、ＩＣＴも活用しながら家庭学習の定着を目指して工夫していきた

いと思います。 



 

                             

＜ご家庭での様子について＞ 

お子さんは、豊かな心が育まれている。 

 
お子さんは、命を大切にし、社会のルールやマナーを守ろうと努めている。 

 

お子さんは、難しいことでも失敗をおそれないでチャレンジしている。 
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80％以上の方が「生徒は豊かな心を持ち、周囲への優しさや命の大切さについて理解して

いる」と回答いただきました。しかし一方で、40％以上の方が「新たな挑戦などには、なか

なかチャレンジできずにいる」と回答いただきました。主役である生徒が自信を持って様々

なことに挑戦できるよう、今後も地域とご家庭と連携して進め、その良さが発揮できる場面

を作っていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。 


